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本資料に掲載されている当社の業績見込み等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。
市場の動向や経済情勢等の様々な要因により、実際の業績はこの予想とは大きく異なる結果となる可能性がございます。



Ⅰ．２０２２年２月期 第３四半期実績
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※グラフ・表などの数値は単位未満を四捨五入、比率は百万円単位で計算後、単位未満を四捨五入して表示。
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１

２ 予想比

前年同期比



２０２２年２月期 第３四半期連結実績（前期比）

２０２１年２月期
３月ー１１月

２０２２年２月期
３月ー１１月

実績 実績 増減額 前期比

売上高 ２,８２１ ３,４４６ ＋６２５ ＋２２％

売上総利益 ５４１ ６４４ ＋１０３ ＋１９％

販管費 ４５５ ４９６ ＋４１ ＋９％

営業利益 ８６ １４８ ＋６１ ＋７１％

連結

5

売上高は国内直営店の小売台数が増加。豪州子会社の新車販売台数も増加。販管費は個別が横ばい、為替相場が円安
進行により豪州子会社が増加。結果として、営業利益は大幅増益。

（単位：億円）



２０２２年２月期 第３四半期連結実績（前期比）

２０２１年２月期
３月ー１１月

２０２２年２月期
３月ー１１月

実績 実績 増減額 前期比

営業利益 ８６ １４８ ＋６１ ＋７１％

経常利益 ７８ １４０ ＋６２ ＋７９％

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
５２ ８７ ＋３５ ＋６７％

連結

6
３Ｑ累計の実績として、全ての段階利益において過去最高益。

過去最高益を更新
（単位：億円）
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２０２２年２月期 第３四半期連結営業利益の差異要因（前期比）

実績
（前期比）

差異要因

１
直営店
小売台数

・ 前期新規出店した大型店の寄与
・ 今期新規出店した大型店の寄与
・ 継続して取り組んでいる効果的な広告投下

２ 台あたり粗利 ・ 前期比横ばい

３ 個別販管費 ・ 前期比横ばい

４ 豪州子会社
・ 西オーストラリア新車市場の好況による新車販売台数
の増加
・ 継続して強化している中古車販売が好調維持

５ 為替相場
・ 為替相場の円安進行による豪州セグメント利益が、
前期の相場換算で約５億円増加

直営店小売台数は、 １０７,６３６台 （前年同期比３％増）と３Ｑ累計としては過去最高。豪州子会社は、中古車販売の好
調維持に加え、市場好況により新車販売が増加したこと、為替相場が円安進行したことにより増益。
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２０２２年２月期 第３四半期連結営業利益の差異要因（前期比）

[個別]人件費

△３億

[個別]広告宣伝費

＋３億

[個別]上記以外の販管費

＋１億

豪州子会社営業利益

＋１７億

⚫ 前期に感染症関連損失として人件

費の一部を特別損失に振替処理し

た反動による増加

⚫ ネット集客の効率化による減少

⚫ 店舗数減少に伴う運営費用の減少

⚫ 新卒採用人数減少に伴う費用の減

少

⚫ 新車販売台数の増加

⚫ 中古車販売台数好調の維持

⚫ 為替相場の円安進行

[連結]前期営業利益

８６億

その他

＋１２億 ⚫ 国内新車、中古車市場の回復によ

る国内子会社の業績回復

⚫ 前期のれん減損損失計上による

のれん償却額減少

小売台数要因

⚫ 前期新規出店した大型店の寄与

⚫ 今期新規出店した大型店の寄与

⚫ 効果的な広告投下

[連結]当期営業利益

１４８億

[個別]売上総利益

＋３２億

台あたり粗利要因

⚫ 前期比横ばい



２０２２年２月期 第３四半期個別実績（前期比）

２０２１年２月期
３月ー１１月

２０２２年２月期
３月ー１１月

実績 実績 増減額 前期比

営業利益 ６６ ９８ ＋３２ ＋５０％

経常利益 ６３ ９６ ＋３２ ＋５１％

四半期
純利益 ４２ ５２ ＋１０ ＋２４％

個別

9

過去最高益を更新
（単位：億円）

前期と当期に新規出店した大型店が稼働したこと、広告効率の改善により大型店を含む既存店の来店客数の増加が図ら
れたことにより、小売台数が過去最高になった。その結果、３Ｑ累計の実績として過去最高益。
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今期出店した大型店

小山店（２０２１年９月開店）
栃木県小山市

ＬＩＢＥＲＡＬＡ千葉（２０２１年９月開店）
千葉県千葉市

姫路店（２０２１年１２月開店）
兵庫県姫路市

盛岡南店（２０２１年１０月開店）
岩手県盛岡市
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今期オープンした整備工場

宇部整備工場（２０２１年８月オープン）
山口県宇部市

小山整備工場（２０２１年９月オープン）
栃木県小山市

札幌清田整備工場（２０２１年９月オープン）
北海道札幌市

中津整備工場（２０２１年９月オープン）
大分県中津市
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今期オープンした整備工場

盛岡南整備工場（２０２１年１０月オープン）
岩手県盛岡市

和歌山バイパス整備工場（２０２１年１０月オープン）
和歌山県和歌山市

姫路整備工場（２０２１年１２月オープン）
兵庫県姫路市
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キャッシュ・フローと在庫の状況
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‘２２/２ ３Ｑ累計

３Ｑ累計の連結キャッシュ・フロー

（単位：億円）
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ＦＣＦ
５２

個別期末在庫金額と在庫回転日数

（単位：億円）

営業ＣＦ
８４

５３３４９８

在庫回転日数=商品（期首・期末加重平均）/売上原価

８９日

７８日

在庫回転日数

個別期末在庫金額

営業利益増益と在庫コントロールによりＦＣＦはプラス

営業利益増益。販売需要に応じた在庫コントロールを継続して実施した結果、在庫金額は増加したものの在庫回転日数は
減少。結果としてフリーキャッシュフローはプラス。
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特別損失の主な発生要因

科目 内容 金額

関係会社株式売却損
新車ディーラーを運営する子会社の株式
譲渡による売却損

３０３

（単位：百万円）

経営資源をより集中させるため、国内新車ディーラー事業から撤退

税効果もあり親会社株主に帰属する当期純利益への影響は軽微
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１

２ 予想比

前年同期比



２０２２年２月期 第３四半期連結営業利益の予想と実績

16

‘２２/２

３Ｑ予想

‘２２/２

３Ｑ実績

１４８億円

１３０億円

＋１８億円

予想と実績の差異要因連結営業利益

１ 個別業績 ・卸売台数の増加

２
豪州子会社
業績

・新車販売台数の増加
・為替相場が円安で進行



17

２０２２年２月期 第３四半期連結営業利益の差異要因（予想比）

①個別業績

実績
（予想比）

予想と実績の差異要因

１
直営店
小売台数

想定通りの実績

２ 台あたり粗利 想定通りの実績

３
直営店
卸売台数

前期並みとしていた想定を超えて増加

４ 販管費 想定通りの実績

直営店卸売台数は、期初より保守的に前期並みとしていた想定を超えて増加。



Ｐｅｒｔｈ
Ｓｙｄｎｅｙ

Ｃａｎｂｅｒｒａ

Ｍｅｌｂｏｕｒｎｅ

Ｂｒｉｓｂａｎｅ

Ａｄｅｌａｉｄｅ

豪州子会社

Ｂｕｉｃｋ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ
（ＤＶＧ）

ＩＤＯＭ Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ
Ｅｓｓｅｎｄｏｎ

西オーストラリア州（パース）
新車ディーラーグループ
（２０１５年９月買収）

ヴィクトリア州（メルボルン）
新車ディーラーグループ
（２０１８年１０月買収）

ＩＤＯＭ Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ Ｇｒｏｕｐ
※旧社名 Ｇｕｌｌｉｖｅｒ Ａｕｓｔｒａｌｉａ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ

パース
メル
ボルン

統括
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中古車販売を強化
販売台数の半数が中古車

新車販売が中心



２０２２年２月期 第３四半期連結営業利益の差異要因（予想比）

19

②豪州子会社業績

実績
（予想比）

予想と実績の差異要因

１ 新車販売
鉄鋼石価格の上昇に起因する西オーストラリア新車市場
の好況を背景に想定を超えて増加

２ 中古車販売
想定通りの成長
（中古車販売強化による好調を維持）

３ 販管費
想定通りの実績
（豪ドルベース）

４ 為替相場
豪ドル相場の想定以上の円安進行により、営業利益が
約５億円上振れ

西オーストラリア新車市場は、鉄鋼石価格の上昇により想定を超えた好況となり、結果として、西オーストラリアに拠点を置く、
Ｂｕｉｃｋ Ｈｏｌｄｉｎｇｓの新車販売台数が想定を超えて増加。為替相場円安進行も豪州子会社の利益を増加させる一因に。
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豪州子会社の予想と実績の差異要因（新車販売）

鉄鉱石価格の推移

（単位：円/トン）

前年同期比
２倍以上上昇

財務省 貿易統計より当社作成

前下期並みとしていた西オーストラリアの新車市場が鉄鉱石価格上昇を主因として想定以上の好況。そのため、西オースト
ラリアのパースに拠点を置く、Ｂｕｉｃｋ Ｈｏｌｄｉｎｇｓの新車販売が好調。

世界有数の鉱山群を有する
西オーストラリア経済が好況

Ｐｅｒｔｈ

Ａｄｅｌａｉｄｅ
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豪州子会社の予想と実績の差異要因（為替相場）
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‘２２/２

‘２１/２

豪ドル/円の為替レートの月次推移（月中ＴＴＭ）

（単位：円）

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

三菱ＵＦＪ銀行 外国為替相場一覧表より当社作成

想定以上円安

前期期中平均並みと想定していた為替相場が想定以上に円安に進行。

Ｐｅｒｔｈ
Ｓｙｄｎｅｙ

Ｃａｎｂｅｒｒａ

Ｍｅｌｂｏｕｒｎｅ

Ｂｒｉｓｂａｎｅ

Ａｄｅｌａｉｄｅ

為替相場は円安進行



Ⅱ．業績予想の修正
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※グラフ・表などの数値は単位未満を四捨五入、比率は百万円単位で計算後、単位未満を四捨五入して表示。



２０２２年２月期 通期連結予想（１０月修正予想比）

１０月
修正予想

今回
修正予想

１０月
修正予想差

１０月
修正予想比

営業利益 １５０ １７０ ＋２０ ＋１３％

経常利益 １３９ １５９ ＋２０ ＋１４％

親会社株主に
帰属する
当期純利益

８０ ９２ ＋１２ ＋１５％

連結

23

西オーストラリアの好況によるＢｕｉｃｋ Ｈｏｌｄｉｎｇｓの新車販売台数、豪州ドルの為替相場、及び直営店卸売台数が、４Ｑも想
定を上回り推移すると想定し、通期業績予想を修正。

（単位：億円）



２０２２年２月期 通期連結予想（前期比）

２０２１年２月期 ２０２２年２月期

実績 予想 増減額 前期比

営業利益 １０６ １７０ ＋６４ ＋６１％

経常利益 ９６ １５９ ＋６３ ＋６５％

親会社株主に
帰属する
当期純利益

１５ ９２ ＋７７ ＋５２０％

連結
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（単位：億円）

通期業績として過去最高益を更新する見通し。



通期個別業績の総括

‘２０/２ ‘２１/２ ‘２２/２予想

（単位：万台）

直営店小売台数

25

１３.２

‘２０/２ ‘２１/２ ‘２２/２予想

（単位：億円）

個別営業利益

１１７

７７

１４.６

大型店の出店・稼働が
小売台数の増加を牽引

小売台数の増加に伴い
営業利益が上昇

大型店の出店・稼働により効率性高く増益を実現へ

＋５１％

過去最高益更新
＋１０％



通期連結業績の総括

26

‘２０/２ ‘２１/２ ‘２２/２予想

（単位：億円）

連結営業利益

１７０

９１

１０６

３期連続増益

大型店の拡大と豪州事業の好転により３期連続増益を実現へ

過去最高益更新

日本
大型店の出店・稼働により
効率性高く増益を実現

豪州
新車販売台数増加と中古車販売
の好調維持により増益を実現



Ⅲ．業績・財務の補足情報
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※数値は単位未満を切り捨て、比率は百万円単位で計算後、単位未満を四捨五入して表示。



[連結・個別]損益計算書（通期）

通期（連結）

２０１９年２月期 ２０２０年２月期 ２０２１年２月期 ２０２２年２月期

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

予想
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ３０９,４１０ １００.０ ３６１,６８４ １００.０ ３８０,５６４ １００.０ ４５０,０００ １００.０ ６９,４３６ １８.２

売上原価 ２４４,７０７ ７９.１ ２８７,７２４ ７９.６ ３０７,７５４ ８０.９ ３６６,７００ ８１.５ ５８,９４６ １９.２

売上総利益 ６４,７０２ ２０.９ ７３,９５９ ２０.４ ７２,８１０ １９.１ ８３,３００ １８.５ １０,４９０ １４.４

販売費及び一般管理費 ６１,３０１ １９.８ ６４,８６８ １７.９ ６２,２３９ １６.４ ６６,３００ １４.７ ４,０６１ ６.５

営業利益 ３,４００ １.１ ９,０９１ ２.５ １０,５７１ ２.８ １７,０００ ３.８ ６,４２９ ６０.８

経常利益 ２,０７２ ０.７ ６,８６７ １.９ ９,６４２ ２.５ １５,９００ ３.５ ６,２５８ ６４.９

税金等調整前当期純利益 １,４７８ ０.５ ３,９１７ １.１ ４,５２４ １.２ １４,１００ ３.１ ９,５７６ ２１１.７

親会社株主に帰属する当期純利益 ３８１ ０.１ ３,５４５ １.０ １,４８４ ０.４ ９,２００ ２.０ ７,７１６ ５１９.９

通期（個別）

２０１９年２月期 ２０２０年２月期 ２０２１年２月期 ２０２２年２月期

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

予想
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ２３４,６１８ １００.０ ２５８,００８ １００.０ ２７５,７１０ １００.０ ３００,０００ １００.０ ２４,２９０ ８.８

売上原価 １８１,８４７ ７７.５ １９９,４０６ ７７.３ ２１９,２５８ ７９.５ ２３８,３００ ７９.４ １９,０４２ ８.７

売上総利益 ５２,７７０ ２２.５ ５８,６０２ ２２.７ ５６,４５１ ２０.５ ６１,７００ ２０.６ ５,２４９ ９.３

販売費及び一般管理費 ５０,０１８ ２１.３ ５０,８６７ １９.７ ４８,５９３ １７.６ ５０,０００ １６.７ １,４０７ ２.９

営業利益 ２,７５１ １.２ ７,７３５ ３.０ ７,８５８ ２.９ １１,７００ ３.９ ３,８４２ ４８.９

経常利益 ２,６７３ １.１ ６,９６４ ２.７ ７,６４２ ２.８ １１,２００ ３.７ ３,５５８ ４６.６

税引前当期純利益 １,７０７ ０.７ ３,４５７ １.３ △４５８ ー ８,８００ ２.９ ９,２５８ ー

当期純利益 ９３３ ０.４ ３,５００ １.４ △２,０８１ ー ６,０００ ２.０ ８,０８１ ー
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[連結・個別]損益計算書（第３四半期累計）

個別

２０１９年２月期
第３四半期累計

２０２０年２月期
第３四半期累計

２０２１年２月期
第３四半期累計

２０２２年２月期
第３四半期累計

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 １７４,９１０ １００.０ １９４,９８５ １００.０ ２０７,４４９ １００.０ ２２９,４９２ １００.０ ２２,０４３ １０.６

売上原価 １３５,４０６ ７７.４ １４９,８４９ ７６.９ １６５,１４０ ７９.６ １８４,０１２ ８０.２ １８,８７２ １１.４

売上総利益 ３９,５０４ ２２.６ ４５,１３５ ２３.１ ４２,３０８ ２０.４ ４５,４７９ １９.８ ３,１７１ ７.５

販売費及び一般管理費 ３７,２６２ ２１.３ ３８,０３３ １９.５ ３５,７５４ １７.２ ３５,６８０ １５.５ △７４ △０.２

営業利益 ２,２４１ １.３ ７,１０１ ３.６ ６,５５４ ３.２ ９,７９８ ４.３ ３,２４４ ４９.５

経常利益 ２,０１６ １.２ ６,４６１ ３.３ ６,３３６ ３.１ ９,５５６ ４.２ ３,２２０ ５０.８

税引前四半期純利益 １,４９８ ０.９ ５,７０７ ２.９ ５,５６６ ２.７ ７,６４０ ３.３ ２,０７４ ３７.３

四半期純利益 ７８７ ０.５ ３,７９２ １.９ ４,１７５ ２.０ ５,１９１ ２.３ １,０１６ ２４.３

連結

２０１９年２月期
第３四半期累計

２０２０年２月期
第３四半期累計

２０２１年２月期
第３四半期累計

２０２２年２月期
第３四半期累計

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

実績
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

前期比
（％）

売上高 ２１６,１３４ １００.０ ２７２,５７４ １００.０ ２８２,０８２ １００.０ ３４４,６２０ １００.０ ６２,５３８ ２２.２

売上原価 １６７,６９１ ７７.６ ２１６,４８０ ７９.４ ２２７,９８６ ８０.８ ２８０,２４９ ８１.３ ５２,２６３ ２２.９

売上総利益 ４８,４４３ ２２.４ ５６,０９３ ２０.６ ５４,０９６ １９.２ ６４,３７１ １８.７ １０,２７５ １９.０

販売費及び一般管理費 ４５,６０８ ２１.１ ４８,３６４ １７.７ ４５,４８０ １６.１ ４９,６１０ １４.４ ４,１３０ ９.１

営業利益 ２,８３５ １.３ ７,７２８ ２.８ ８,６１６ ３.１ １４,７６０ ４.３ ６,１４４ ７１.３

経常利益 ２,２００ １.０ ６,４３２ ２.４ ７,８４９ ２.８ １４,０４６ ４.１ ６,１９７ ７９.０

税金等調整前四半期純利益 １,８７３ ０.９ ５,７０８ ２.１ ７,３７２ ２.６ １２,６２１ ３.７ ５,２４９ ７１.２

親会社株主に帰属する四半期純利益 １,０２９ ０.５ ３,５９７ １.３ ５,２２６ １.９ ８,７３８ ２.５ ３,５１２ ６７.２
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[連結]貸借対照表

前連結会計年度末
(２０２１年２月２８日)

当期第３四半期末
(２０２１年１１月３０日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 ４３,１７９ ４６,９０１

受取手形及び売掛金 ６,８７５ ４,０６５

商品 ７２,９１３ ７５,６０３

その他 ３,９６６ ４,３４６

貸倒引当金 △３２８ △３６９

流動資産合計 １２６,６０５ １３０,５４６

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ３６,９１８ ３６,４１４

減価償却累計額 △１６,４１１ △１５,８２２

建物及び構築物（純額） ２０,５０７ ２０,５９２

車両運搬具 １５３ ３１５

減価償却累計額 △３２ △４５

車両運搬具（純額） １２１ ２７０

工具、器具及び備品 ４,３３５ ４,１３８

減価償却累計額 △３,６０６ △３,１２６

工具、器具及び備品（純額） ７２９ １,０１１

土地 ２１８ １３６

建設仮勘定 １２１ ７３４

有形固定資産合計 ２１,６９７ ２２,７４４

無形固定資産

ソフトウェア １,７１７ １,４５５

のれん ７,６９８ ５,９７１

その他 ４,９９６ ４,２９０

無形固定資産合計 １４,４１２ １１,７１８

投資その他の資産

投資有価証券 １３９ １３２

関係会社株式 １３１ １２９

長期貸付金 ３０ ２２４

敷金及び保証金 ５,８３５ ５,５９７

建設協力金 ４,６１４ ４,４００

繰延税金資産 ３,２５３ ３,５１９

その他 ５４４ ４８７

貸倒引当金 △４３ △４２

投資その他の資産合計 １４,５０６ １４,４４８

固定資産合計 ５０,６１６ ４８,９１１

資産合計 １７７,２２２ １７９,４５８

（単位：百万円）

前連結会計年度末
(２０２１年２月２８日)

当期第３四半期末
(２０２１年１１月３０日)

負債の部
流動負債

買掛金 ２０,９４０ １９,７０９

短期借入金 １,１１７ １,０８２

１年内返済予定の長期借入金 ３４２ ー

未払金 ４,５８６ ３,８３１

未払法人税等 ２,０５２ ２,８３９

前受金 ９,０１０ ７,７６２

預り金 ２０５ １９８

賞与引当金 １,１６７ ２１５

商品保証引当金 ７３７ ８６９

その他の引当金 ７１５ ８７３

その他 ６,６５８ ６,１８０

流動負債合計 ４７,５３４ ４３,５６３

固定負債

長期借入金 ７９,１６９ ７７,４７３

長期預り保証金 ５０６ ５６７

資産除去債務 ２,５４６ ２,１２１

繰延税金負債 １,６１６ １,４１９

その他の引当金 ５８４ ６６５

その他 ２４９ ３９３

固定負債合計 ８４,６７２ ８２,６４１

負債合計 １３２,２０６ １２６,２０４

純資産の部

株主資本

資本金 ４,１５７ ４,１５７

資本剰余金 ４,３８４ ４,３６１

利益剰余金 ３９,６６５ ４７,６１６

自己株式 △４,３４４ △４,３４４

株主資本合計 ４３,８６２ ５１,７９０

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 １３４ △７

その他の包括利益累計額合計 １３４ △７

非支配株主持分 １,０１８ １,４７０

純資産合計 ４５,０１５ ５３,２５３

負債純資産合計 １７７,２２２ １７９,４５８
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[連結]キャッシュ・フロー計算書

２０２１年２月期
第３四半期累計

２０２２年２月期
第３四半期累計

税金等調整前四半期純利益 ー １２,６２１

減価償却費 ー ２,０９０

のれん償却額 ー ３５８

運転資本増減 ー △２,４７４

法人税等の支払額 ー △２,９８４

その他 ー △１,１６８

営業活動によるキャッシュ・フロー ー ８,４４４

投資活動によるキャッシュ・フロー ー △３,２７５

フリー・キャッシュ・フロー ー ５,１６９

財務活動によるキャッシュ・フロー ー △１,４２８

換算差額・新規連結に伴う増減額 ー △１８

現金・現金同等物の増減額 ー ３,７０５

現金・現金同等物の期首残高 ー ４３,１７９

現金・現金同等物の四半期末残高 ー ４６,９０１

（単位：百万円）

31※連結キャッシュ・フロー計算書は、第１四半期と第３四半期に開示は行っておりませんでしたが、当第１四半期より、決算説明資料にのみ任意の開示を行います。


